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教育委員会は、保護者、地域の方、学校協力者、教職員の代表で構成する「南成瀬地区新た

な学校づくり基本計画検討会」からの検討結果を踏まえて、2023 年 3 月に「町田市南成瀬地

区小学校 新たな学校づくり基本計画」を策定しました。 

計画の内容について、2ページ以降で紹介していますのでご覧ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南成瀬地区の新たな学校づくりの進捗状況や今後の進め方についてご説明します。会場また

はWebで、どなたでもご参加いただけます。参加にあたっては事前に申し込みが必要です。 

当日の参加が難しい方もご質問・ご意見をお寄せいただけます。詳細は以下の二次元コード

からご確認ください。 

なお、当日の資料と質疑応答の内容は、後日ホームページで公開します。 

◼ 開催日程 

2023年 6月 27日（火曜日）18:00～19:30 

2023年 7月 9日（日曜日）10:00～11:30 

会場：南第二小学校体育館 

 

◼ 主な内容 

通学の安全対策、通学負担の軽減、児童への配慮、歴史の継承、校歌・校章、学童保育ク

ラブ、まちとも、避難施設、学校跡地についての進捗状況をご説明します。 

 

   

南成瀬地区 

1頁 基本計画策定・説明会 

2頁 新たな小学校の概要 

3頁・4頁 

新たな学校づくりに関する取組内容 

2023年4月28日発行 

策定しました！ 

南成瀬地区小学校 新たな学校づくり基本計画 

【南成瀬地区の新たな学校

づくりについて】 

ぜひご参加ください！ 

新たな学校づくり説明会を開催します 

基本計画は町田市ホームページからご覧いただけます！ 

今までどんなことを検討し

てきたのか、詳しく聞いて

みよう！ 

説明会の参加申し込みや 

ご質問・ご意見はこちらから！ 

（Googleフォーム） 

町内会・自治会や学校に関わっている団体

への個別説明も実施しています。 

お気軽にお問い合わせください。 
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◼ 児童数・学級数 

 

 

 

 

 

◼ 統合・新校舎建設のスケジュール 

 

 

 

 

 

 

◼ 新たな通学区域 

南成瀬地区の新たな学校の通学区域は、町区域名「成瀬５～８丁目」、「南成瀬１～８丁目」

を通学区域とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 新たな学校の学校名 

教育委員会では、意見募集の結果、基本計画検討会の選定結果及び2023年2月に開催した

教育委員会定例会における協議を踏まえ、南成瀬地区の新たな学校の学校名（案）を次のとお

り選定しました。 

2023 年度以降、学校設置条例を改正するため、市議会に一部改正条例案を上程し、新たな

学校名を決定する予定です。また、新たな学校名は、2025年度から使用する予定です。 

  

学校名/年度 2023 2024 2025 2026 2027 2028

☆新校舎

使用
南第二小学校 既存校舎 新校舎建設

南成瀬小学校 既存校舎 既存校舎

統合 引越

特別支援学級

2022 2025 2028 2028

南第二小学校 320（12）

南成瀬小学校 347（12）

学校名

「知的障がい特別支援学級」「自閉症・情緒障が

い特別支援学級」を設置
630（21） 595（18）

児童数（学級数）
※

新たな学校づくり基本計画の内容について説明します！ 

南成瀬地区の新たな小学校の概要 

※2022 年度は５月時点の児童数・学級数。 
2025 年度及び 2028 年度は 2020 年度に実施した推計における児童数・学級数。 

選定理由 

教育委員会では、学校名意見募集等において多く寄せられた「成

瀬」という地名を大切にしたいという思いを尊重するとともに、古

くは成瀬地域の学校として「成瀬学校」があったことなど、「我が町

の学校」として愛着を持てる「成瀬」を使用したいと考えました。 

以上のことから、教育委員会では、「成瀬小学校」を選定しました。 

（年度） 

町区域

1 南第二小 成瀬５～７丁目

南成瀬４～７丁目

2 南成瀬小 成瀬８丁目

南成瀬１～３丁目

3 つくし野小 南成瀬８丁目

4 成瀬中央小 成瀬７丁目

5 高ヶ坂小 成瀬８丁目

※2028年度に、現在の南第二小学校に建設する新校舎に通学先が変更します。

変更年度 通学区域変更時点の通学先

2025

現在の南成瀬小学校※

（南第二小・南成瀬小の統合

校）

　通学区域が変更となる町区域（学校別）

小学校名

南成瀬地区の新たな学校の学校名 

（教育委員会案） 

成瀬小学校 
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◼ 通学関連 

◼ 施設整備 

新たな学校づくり基本計画の内容について説明します！ 

南成瀬地区の新たな学校づくりに関する取組 
 

施設整備コンセプト 

１ 教育環境・生活環境づくり 

２ 放課後活動の拠点づくり 

３ 市民生活の拠点づくり 

４ 安全安心な施設づくり 

５ 環境負荷低減に寄与する施設づくり 

６ 地域性を活かした学校づくり 

６項目の「施設整備コンセプト」

に基づいて施設整備を行います。 

なお、整備の詳細は「町田市南成

瀬地区 新たな学校づくり建設基本

計画」に記載しています。 

通学の安全対策 

通学路については、既存の通学路を活用し、安全点検を継続して実施

します。新たに通学路に設定される箇所については、必要な安全対策を

検討します。 

併せて、各小学校において、引き続き、安全教育を実施します。 

通学負担の軽減 

統合後の通学区域においても徒歩での通学を基本とします。通学区域

再編の過渡期において何度も通学先が変更になる児童と、通学が長距離

となる児童が通学先を選べるようにすることや、路線バスを安心して通

学に利用できるようにすることなどの施策を検討、実施します。 

◼ 学校統合における児童への配慮 

統合時の児童の不安や

負担を軽減できるよう、

児童同士の事前交流や生

活時程の調整などに取り

組みます。 

◼ 学校運営協議会と地域学校協働活動  

学校運営協議会で話し合われ

てきたことや地域学校協働活動

の取り組みを引き継ぎながら、

学校と地域の連携・協働をさら

に深め、より良い活動が実践で

きるようにします。 

◼ 保護者と教職員による組織（PTA） 

2022 年度から各校の PTA による話し合いが行われています。今後も、課題解

決に向けた検討を各校の PTA同士で進めていきます。 

◼ 歴史の継承 

今後も、新たな小学校に愛着を持ってもらえ

るよう、各校の歴史や想いを継承します。物品

は、教育活動への利用などの視点から必要なも

のを選定し、保存方法等を検討します。また、

学校独自の教育活動等についても、継承しま

す。 

◼ 校歌・校章 

新たな校歌・校章は、2025 年度の統合前に作成

します。作成方法は、公募や児童の案、地域に縁の

ある人への依頼など、他自治体の事例を参考に検討

します。 
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◼ 放課後子ども教室「まちとも」 

学校統合後も希望者が全員

利用できるようにします。利

用状況を把握し、必要な活動

環境の確保に向けた調整をし

ます。 

◼ 学校施設の活用 

新たな学校は、より多くの方々に文化やスポーツ等の活動の場として

活用してもらえる施設環境を整えることで、地域の方にも愛着を持って

もらえるような開かれた学校を目指していきます。 

そのため、児童以外も利用できる区画やセキュリティ、学校施設利用

のルールや予約方法等について検討します。 

◼ 避難施設 

学校施設は、震災や風水害といった災害時の避難施設です。学校統合に際して

は、新校舎や周辺施設、学校跡地において、防災機能の引き継ぎと、地域にとって

最適な配置を検討します。 

新たな学校づくり基本計画の内容について説明します！ 

新たな学校づくりに関連した取組 

◼ 引越し 

児童の学校生活や教育活

動に支障が生じないよう、

文書や物品、OA 機器類な

どの整理や引越しの調整を

行います。 

◼ 学校給食 

学校統合後の新校舎建設期

間や新校舎使用開始後も、安

全・安心でおいしい給食を継

続して提供します。 

◼ 学童保育クラブ 

統合後も安心して学童保育クラブを利用できるよ

うにします。一小学校区に一つの学童保育クラブの

整備、適切な育成スペースの確保や、保育の質の向

上を図るとともに、安全対策や「まちとも」との連

携を行います。 

◼ 学校跡地 

学校跡地の活用に関する基本的な考え方※に

基づくとともに、地域の方からご意見を伺いな

がら、学校跡地の活用検討を進めます。 

学校跡地の活用に関する基本的な考え方 

 地域にとって必要な機能は、その地域における統合

新設校や、周辺施設等へ引き継いでいきます。 

 校舎などの建物は原則として取り壊します。 

 「市有財産の戦略的活用に関する基本方針」に基づ

き、民間事業者等への貸付・売却なども含めた、効

果的な利活用を図ります。 


